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Culture＆ Books

　
新
潮
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

BOOKS

学
習
資
料
館

　
新
着
図
書

単
行
本

・
人
生
や
り
直
し
読
本
（
柳
田
邦
男
）

・
電
子
書
籍
奮
戦
記
（
萩
野
正
昭
）

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
　
マ
リ
コ
の
場
合
（
安
部
結
貴
）

・
日
本
語
ほ
ど
面
白
い
も
の
は
な
い
（
柳
瀬
尚
紀
）

・
殺
人
者
は
い
か
に
誕
生
し
た
か
（
長
谷
川
博
一
）

・
終
電
車
な
ら
と
っ
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
（
フ
ジ
モ
ト

　
マ
サ
ル
）

・
フ
ァ
ー
ア
ウ
ト
（
マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ン
ソ
ン
）

・
林
芙
美
子
　女
の
ひ
と
り
旅
（
角
田
光
代
／
橋
本
由
起
子
）

・「
戦
争
」
が
生
ん
だ
絵
、
奪
っ
た
絵
（
野
見
山
暁
治
）

・
戦
後
日
本
漢
字
史
（
阿
辻
哲
次
）

・
前
夜
の
航
跡
（
紫
野
貴
李
）

・
月
の
さ
な
ぎ
（
石
野
晶
）

・
ガ
ラ
シ
ャ
（
宮
木
あ
や
子
）

・
き
み
と
澄
む
こ
と
（
唯
野
未
歩
子
）

・
坂
も
の
が
た
り
（
藤
原
緋
沙
子
）

・
グ
ー
グ
ル
で
必
要
な
こ
と
は
み
ん
な
ソ
ニ
ー
が
教
え
て

　
く
れ
た
（
辻
野
晃
一
郎
）

・
本
当
の
仲
間
を
見
つ
け
る
た
め
に
（
江
原
啓
之
）

・
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
（
藤
野
千
夜
）

・
魔
王
の
愛
（
宮
内
勝
典
）

・
ね
む
り
（
村
上
春
樹
）

・
ど
ん
ぐ
り
姉
妹
（
よ
し
も
と
ば
な
な
）

・
３
３
３
の
テ
ッ
ペ
ン
（
佐
藤
友
哉
）

・
小
説
の
よ
う
に
（
ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
）

新
書

・
茶
（
千
宗
屋
）

・
知
的
余
生
の
方
法
（
渡
部
昇
一
）

・
政
治
と
カ
ネ
（
海
部
俊
樹
）

・
速
記
者
た
ち
の
国
会
秘
録
（
菊
地
正
憲
）

・
さ
ら
ば
脳
ブ
ー
ム
（
川
島
隆
太
）

　
新
潮
社
文
庫
新
刊
も
多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
た
く
さ
ん
の
新
着
図
書
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

・
朝
青
龍
よ
く
似
た
顔
の
異
邦
人
（
木
村
理
子
）

・
栗
本
薫
・
中
島
梓
ジ
ュ
ネ
か
ら
グ
イ
ン
サ
ー
ガ
ま
で
（
堀

　
江
あ
き
子
）

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
論
（
竹
中
哲
夫
）

・
お
し
ん
の
遺
言
（
橋
田
壽
賀
子
）

・
ガ
ラ
シ
ャ
（
宮
本
あ
や
子
）

・
逃
げ
る
中
高
年
、
欲
望
の
な
い
若
者
た
ち
（
村
上
龍
）

・
マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル
（
井
坂
幸
太
郎
）

・
根
津
美
術
館
（
世
界
文
化
社
）

・
だ
い
ち
ょ
う
が
ん
手
術
後
の
１
０
０
日
レ
シ
ピ

・
か
み
や
す
い
飲
み
込
み
や
す
い
食
事
の
く
ふ
う
（
女
子

　
栄
養
大
学
出
版
部
）

・
う
つ
症
状
ケ
ア
ブ
ッ
ク

BOOKS

田
沢
湖
図
書
館

　
新
着
図
書

ご存知ですか？

2011 大河ドラマ「江
ごう

」

　江姫の本を揃えました。

　ひと足早くお楽しみください。

　「江姫たちの戦国」田渕久美子

　「お江の方と春日局」植松三十里

　「浅井三姉妹　江姫繚乱」篠綾子

　※江姫を描くのは女流作家です。

PICK UP

TOPICS

サ
ン
タ
さ
ん
が
お
は
な
し
会

か
み
し
ば
い
と
お
は
な
し
の
会

　
12
月
11
日
、学
習
資
料
館
で
「
か

み
し
ば
い
と
お
は
な
し
の
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
タ
さ
ん

に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
お

は
な
し
の
会
は
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◆
次
回
予
定
／
平
成
23
年
１
月
８
日
（
第
２
土
曜
日
）

　
午
前
10
時
～

TOPICS

三
味
線
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が
お
話
や

紙
芝
居
、
手
話
と
コ
ラ
ボ

お
は
な
し
と
音
楽
の
玉
手
箱

　
12
月
４
日
、
田
沢
湖
図
書
館

で
「
お
は
な
し
と
音
楽
の
玉
手
箱
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
45
人
。
名
作
に
耳
を

傾
け
、
元
気
に
歌
っ
て
、
十
二
支

を
表
す
手
話
で
は
自
分
の
干
支
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
三
味
線

伴
奏
で
「
赤
鼻
の
ト

ナ
カ
イ
」
を
合
唱
し
、

お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
　

次は、春にお会い
しましょう。
お楽しみに！

学習資料館　 43-3333

1日（土）～3日（月）、10日（月）、11日

（火・振替休館日）、17日（月）、24日（月）、

31日（月）、2月1日（1月月末整理休館日）

イベント交流館　 43-3333

1日（土）～4日（火）、1月11日（火・振替

休館日）、17日（月）、24日（月）、31日（月）

田沢湖図書館　 43-1307

1日（土）～3日（月）、10日（月）、11日

（火・振替休館日）、17日（月）、24日（月）、

31日（月）

休
館
日

図
書
館
情
報
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INFOR
MATION

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

第
33
回
児
童
生
徒

県
南
美
術
展
開
催
中
！

　
今
年
で
33
回
目
を
む
か
え
た
児
童
生
徒

県
南
美
術
展
が
現
在
、
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
術
展
に
は
例
年
１
２
０
０
点
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
、
今
年
も
県
南
７
市

町
村
（
仙
北
市
・
大
仙
市
・
美
郷
町
・
横

手
市
・
湯
沢
市
・
羽
後
町
・
東
成
瀬
村
）

の
小
・
中
学
校
１
０
１
校
か
ら
１
２
３
０

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
力
作
は
１
月
27
日
（
木
）

ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
仙
北
市
民
は
入
館
無
料
で
す
。

◆
問
合
せ
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

　

 

（
54
）
３
８
８
８

INFOR
MATION

西
木
公
民
館

藍
の
絞
り
染
め
教
室

　
藍
の
絞
り
染
め
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
春
に
藍
で
生
地
を
染
め
る
た
め
、
今

教
室
で
浴
衣
の
生
地
１
反
に
模
様
を
作
る

絞
り
を
行
い
ま
す
。
作
っ
た
生
地
は
浴
衣

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
物
に
応
用
で

き
ま
す
よ
。

◆
日
時
／
２
月
４
日
・
２
月
18
日
・
３
月

　
４
日
　
※
い
ず
れ
も
金
曜
日

　
９
時
30
分
～
15
時
頃

◆
講
師
／
秋
田
県
立
博
物
館

　
宮
本
康
男
先
生

◆
会
場
／
西
木
公
民
館

◆
参
加
費
／
４
千
円
程
度
（
材
料
費
）

◆
定
員
／
16
人

◆
申
込
期
間
／
１
月
４
日
～
20
日

◆
申
込
先
／
西
木
公
民
館

　

（
47
）
３
１
０
０

お
知
ら
せ

INFOR
MATION

中
仙
芸
友
会

唄
と
踊
り
の
新
春
の
集
い

　
唄
と
舞
踊
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の

民
謡
踊
り
も
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

◆
日
時
／
1
月
30
日
（
日
）
11
時
～
15
時

◆
会
場
／
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン

◆
問
合
せ
／
中
仙
芸
友
会
（
村
上
）

　

（
57
）
２
４
２
５

　
ク
リ
オ
ン
　

（
47
）
２
０
１
０

INFOR
MATION

「
景
観
樹
木
」
保
護
の
た
め

車
の
迂
（
う
）
回
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

文
化
財
課
か
ら

TOPICS

高
橋
雄
七
氏
が

文
化
庁
長
官
表
彰

武家屋敷通線

日三市角館線

は重要伝統的建造物群保存地区です。市道

のご利用をお願いします。県道

横
町
橋

　
永
年
に
わ
た
り
、「
角
館
祭
り

の
や
ま
行
事
」
の
保
存
と
伝
承

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
高
橋
雄
七

氏
（
71
歳
・
仙
北
市
角
館
町)

が
、

そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
文
化
庁
長

官
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
度
本
県
で
は
高
橋
氏
が
選

ば
れ
、
12
月
20
日
、
文
部
科
学
省

（
東
京
都
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
高
橋
氏
は
、
旧
角
館
町
長
在
任

中
か
ら
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
会

長
や
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連

合
会
理
事
を
歴
任
さ
れ
、
角
館
の

お
祭
り
の
「
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
」指
定
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

角
館
の
町
並
み
保
存
や
文
化
財
の

保
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
角
館
武
家
屋
敷
通
り

の
道
路
沿
い
は
、
桜
な
ど
の
景
観
樹
木
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
区
内
を
通
過
す
る
車
両
が
樹
木
に
触

れ
、
枝
が
折
れ
た
り
す
る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

  

貴
重
な
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
、
県
道
日
三
市
（
ひ

さ
い
ち
）
角
館
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
文
化
財
課

　

（
43
）
３
３
８
４


